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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無     ： 有 
     引当金及び税金費用の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無    ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無           ： 無 

 
２．平成 19 年 3 月期第 1 四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 6 月 30 日） 
(１)経営成績(連結)の進捗状況                (注)金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

百万円 ％       百万円 ％ 百万円 ％      百万円 ％

19 年 3 月期第 1 四半期     11,558    3.9      1,273    0.7       1,233  , 4.4       640  20.0 
18 年 3 月期第 1 四半期    11,121   8.1  1,264  9.1    1,181  24.1       533   5.9 
(参考) 18 年 3 月期 45,791         5,251       5,009        .1,372   
 

  1 株当たり 潜在株式調整後 1 株当たり

  四半期(当期)純利益 四半期(当期)純利益 

   円 銭    円 銭 

19 年 3 月期第 1 四半期     28.   97       28.  80 
18 年 3 月期第 1 四半期     23.   26        23.  19 
(参考) 18 年 3 月期       59.   85        59.   62 
(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕 
当第１四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善や民間設備投資の堅調な推移により、緩やかな回復基調

が続きました。しかしながら、原油価格の高騰、金利上昇懸念など先行き不透明感が残り、外食業界におきまし

ても、少子高齢化等による市場規模の縮小やオーバーストア化等により厳しい経営環境が続いており、経営政策

の転換を打ち出す企業が現れてくるなど、総じて厳しい状況で推移しました。 
このような状況におきましても、当社グループは創業以来の『より美味しく、より安く、そしてスピーディー

に』のモットーを堅持することこそ、当業界における生き残りの道であると考え、品質・価格ともに他社に追随

を許さない「餃子」をコアメニューとした競争力を軸に、“餃子の王将”事業の一層の活性化を進めてまいりまし

た。 
 店舗展開の状況につきましては、当期の出店計画に基づき、直営店を関西地区に１店、フランチャイズ（以下

ＦＣという）を九州地区に１店出店する一方、ＦＣ２店の閉鎖がありました。これにより期末店舗数は、直営   

３０６店（うちＬＳ[委託ライセンスシステム]６店）、ＦＣ１８３店（うち委託ＦＣ６店）となりました。また、

新規出店と並行して、既存店の改装にも新規出店並みの設備投資を行うなど力を入れ、一店一店地域に密着した

繁盛店作りを進めてまいりました。 
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以上のような事業展開に努めた結果、連結売上高は、前年同期に比べて４億３６百万円（３．９％）増加し、     

１１５億５８百万円となりました。また、直営店の既存店売上高も前年同期に比べて１．６％増加となり、３１

ヶ月連続で前年同月比プラスを達成いたしました。 
営業利益は、エネルギーコストの高騰や既存店改装に伴う減価償却費の増加等がありましたが、前年同期に比

べて９百万円（０．７％）増加し、１２億７３百万円となりました。 
経常利益は、有利子負債の圧縮に伴う支払利息の減少等により、前年同期に比べて５１百万円（４．４％）増

加し、１２億３３百万円となりました。 
四半期純利益は、既存店改装に伴う固定資産除却損の減少等により、前年同期に比べて１億６百万円    

（２０．０％）増加し、６億４０百万円となりました。 
 
(２)財政状態（連結）の変動状況 

 

  総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

         百万円       百万円              ％          円  銭 

19 年 3 月期第 1 四半期 46,888 19,052 40.6  887. 16 
18 年 3 月期第 1 四半期 49,594 20,996 42.3 915. 19 
(参考) 18 年 3 月期 47,272 22,128 46.8 966. 34 

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕 
当第 1 四半期末の財政状態につきましては、総資産４６８億８８百万円（前連結会計年度末比３億８３百万円

減少）、負債の部合計２７８億３６百万円（前連結会計年度末比２６億９２百万円増加）、純資産（資本）の部合

計１９０億５２百万円（前連結会計年度末比３０億７６百万円減少）となりました。 
また、中長期的な資金調達基盤の安定化と効率化を図るため、当社取引銀行によるシンジケート団との間で総

額５０億円のコミットメントライン契約を締結しております。なお、平成１８年６月３０日現在、実行残高はあ

りません。 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 
    営 業 活 動 に よ る  投 資 活 動 に よ る 財 務 活 動 に よ る    現金及び現金同等物

   キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー   四半期末(期末)残高

       百万円       百万円           百万円          百万円   
19 年 3 月期第 1 四半期    1,719    △ ,720      △ ,680  ,      2,941    
18 年 3 月期第 1 四半期   ,1,574    △1,169     △ ,, 48 ,      3,277    
(参考) 18 年 3 月期    6,289    △2,962     △3,625      2,624   
 
 当第 1 四半期の連結キャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物の残高は前連結会計年度

末に比べ３億１７百万円増加し、当第１四半期末には２９億４１百万円となりました。 
 当第 1 四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は１７億１９百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益１１

億５６百万円に減価償却費４億１６百万円及び法人税等の還付２億１６百万円等を加えた額から利息の支払額 

９０百万円等を減じた額であります。 
 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は７億２０百万円となりました。主な内訳は、新規出店・既存店改装に伴う有形

固定資産の取得９億２２百万円、投資有価証券の取得１億１１百万円等による支出、投資不動産の売却代金の回

収３億１５百万円等による収入であります。 
― ２ ― 



 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は６億８０百万円となりました。主な内訳は、自己株式の取得２７億６６百万円、

社債の償還５億２０百万円及び配当金の支払５億１１百万円等による支出、借入金の純増加２７億２６百万円及

び社債の発行３億９１百万円等による収入であります。 
 
 
３．平成 19 年 3 月期の連結業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 
中 間 
通 期 

       百万円 
   23,714 
   47,672 

        百万円 
      2,680 

5,287 

         百万円 
2,607 
5,182 

        百万円 
1,305 
2,597 

(参考)  １株当たり予想当期純利益 （通期） 120 円 98 銭 
 
〔連結業績予想に関する定性的情報等〕 
当初（平成 18 年 5 月 19 日決算発表時）の見通しに対して、当第 1 四半期連結業績は想定した範囲内の実績で

あるため、達成できるものと見込み、業績予想は変更しておりません。 
 

※ 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり

ます。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 
 
 

以 上   
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〔添付資料〕

１．（要約）四半期連結貸借対照表
( 単位 : 百万円 )

増　　減                    期　　　　別

当四半期 前連結会計年度末 前年同四半期

（平成１9年3月期
（平成１8年3月期末）

（平成１8年3月期

科　　　　目 第1四半期末） 第1四半期末）

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 金　　　額 増減率 金　　　額 構成比

( 資 産 の 部 ） % % % %
 Ⅰ 流 動 資 産 4,392 9.4 4,872 10.3 △ 479 △ 9.8 4,585 9.2

１．現 金 及 び 預 金 3,009 2,705 304 3,359
２．売 掛 金 84 87 △ 2 101
３．た な 卸 資 産 246 227 18 222
４．そ の 他 の 流 動 資 産 1,051 1,851 △ 800 902

 Ⅱ 固 定 資 産 42,495 90.6 42,399 89.7 96 0.2 45,009 90.8
１．有 形 固 定 資 産 34,924 74.4 34,626 73.3 297 0.9 34,379 69.3
２．無 形 固 定 資 産 93 0.2 98 0.2 △ 5 △ 5.5 88 0.2
３．投 資 そ の 他 の 資 産 7,477 16.0 7,673 16.2 △ 196 △ 2.6 10,541 21.3
 
　

資       産       合       計 46,888 100.0 47,272 100.0 △ 383 △ 0.8 49,594 100.0

（ 負 債 の 部 ）

 Ⅰ 流 動 負 債 15,313 32.7 11,231 23.8 4,081 36.3 13,537 27.3
１．買 掛 金 1,015 1,125 △ 110 965
２．一 年 内 償 還 予 定 の 社 債 1,645 1,565 80 1,465
３．短 期 借 入 金 4,400 280 4,120 1,200
４．一年内返済予定の長期借入金 4,926 5,253 △ 326 6,117
５．そ の 他 の 流 動 負 債 3,326 3,007 318 3,790

 Ⅱ 固 定 負 債 12,522 26.7 13,912 29.4 △ 1,389 △ 10.0 15,060 30.4
１．社 債 3,377 3,577 △ 200 4,172
２．長 期 借 入 金 6,626 7,693 △ 1,067 8,882
３．そ の 他 の 固 定 負 債 2,519 2,641 △ 122 2,005
 
　

負       債       合       計 27,836 59.4 25,143 53.2 2,692 10.7 28,598 57.7

（ 資 本 の 部 ）

 Ⅰ 資 本 金 - - 8,166 17.3 - - 8,166 16.5
 Ⅱ 資 本 剰 余 金 - - 9,027 19.1 - - 9,027 18.2
 Ⅲ 利 益 剰 余 金 - - 8,793 18.6 - - 9,447 19.0
 Ⅳ 土 地 -再 評 価 差 額 金 - △ 3,910 △ 8.3 - - △ 5,403 △ 10.9
 Ⅴ その 金 -他有価証券評価差額 - 458 1.0 - - 107 0.2
 Ⅵ 為 替 -換 算 調 整 勘 定 - 10 0.0 - - 0 0.0
 Ⅶ 自 己 株 式 - - △ 416 △ 0.9 - - △ 348 △ 0.7

資       本       合       計 - - 22,128 46.8 - - 20,996 42.3

負  債  及  び  資  本  合  計 - - 47,272 100.0 - - 49,594 100.0

（ 純 資 産 の 部 ）

 Ⅰ 株 主 資 本 22,871 48.7 - - - - - -
１．資 本 金 8,166 17.4 - - - - - -
２．資 本 剰 余 金 9,027 19.2 - - - - - -
３．利 益 剰 余 金 8,861 18.9 - - - - - -
４．自 己 株 式 △ 3,183 △ 6.8 - - - - - -

 Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等 △ 3,819 △ 8.1 - - - - - -
１．その他有価証券評価差額金 81 0.2 - - - - - -
２．土 地 再 評 価 差 額 金 △ 3,910 △ 8.3 - - - - - -
３．為 替 換 算 調 整 勘 定 9 0.0 - - - - - -

純　　　資　　　産       合       計 19,052 40.6 - - - - - -

負  債  及  び  純　資　産  合  計 46,888 100.0 - - - - - -

― ４ ―



別

２．（要約）四半期連結損益計算書
( 単位 : 百万円 ) 

　　　　　　　　　　期　　　　　
当四半期 前年同四半期

増　　減

(参考)

（平成１9年3月期 （平成１8年3月期
平成18年3月期

科　　　　　目 第1四半期） 第1四半期）
 

金　　　額 百分比 金　　　額 百分比 金　　　額 増減率 金　　　額 百分比

　　 % % % %
Ⅰ 売 上 高 　 11,558 100.0 11,121 100.0 436 3.9 45,791 100.0
　　 　
Ⅱ 売 上 原 価 　 3,578 31.0 3,451 31.0 126 3.7 14,082 30.8
　　 　
　　 売 上 総 利 益 7,980 69.0 7,669 69.0 310 4.0 31,709 69.2
  　
Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 6,706 58.0 6,405 57.6 301 4.7 26,457 57.8

　　 営 業 利 益 1,273 11.0 1,264 11.4 9 0.7 5,251 11.4

Ⅳ 営 業 外 収 益 　 67 0.6 61 0.5 5 9.4 274 0.6

Ⅴ 営 業 外 費 用 　 107 0.9 143 1.3 △ 36 △ 25.3 516 1.1
　　 　 　
　 経 常 利 益 1,233 10.7 1,181 10.6 51 4.4 5,009 10.9

Ⅵ 特 別 利 益 　 － － － － － － 441 1.0

Ⅶ 特 別 損 失 　 77 0.7 136 1.2 △ 59 △ 43.4 1,264 2.8

税 金 等 調 整 前 四 半 期

（ 当 期 ） 純 利 益
1,156 10.0 1,045 9.4 110 10.6 4,186 9.1

法 人 税 等 515 4.5 512 4.6 3 0.7 2,813 6.1
 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 640 5.5 533 4.8 106 20.0 1,372 3.0

― ５ ―



３．（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

摘　　　　要

金        額 金        額
Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,156 1,045 4,186
減価償却費 416 369 1,642
減損損失 － － 185
事業撤退損 － － 704
貸倒引当金の増減額 △ 1 2 6
退職給付引当金の増減額 △ 13 4 20
受取利息及び受取配当金 △ 16 △ 7 △ 24
投資有価証券売却益 － △ 1 △ 199
支払利息 73 107 377
固定資産売却損益 － 9 10
収用補償金 － － △ 100
固定資産除却損 77 127 349
たな卸資産の増加額 △ 18 △ 4 △ 10
仕入債務の増減額 △ 110 △ 94 65
未払消費税等の増減額 66 3 △ 53
その他 △ 14 270 343
　　　小　　　　計 1,614 1,832 7,505
利息及び配当金の受取額 16 7 24
利息の支払額 △ 90 △ 125 △ 382
法人税等の還付額 216 － －
法人税等の支払額 △ 38 △ 139 △ 857

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,719 1,574 6,289
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の減少額 12 2 2
有形固定資産の取得による支出 △ 922 △ 732 △ 2,983
有形固定資産の売却による収入 － － 30
収用補償金の受取による収入 63 － 70
投資有価証券の取得による支出 △ 111 △ 1,270 △ 1,302
投資有価証券の売却による収入 － 19 248
貸付けによる支出 △ 21 △ 14 △ 111
貸付金の回収による収入 10 10 539
差入保証金の差入による支出 △ 22 △ 31 △ 219
投資不動産の売却による収入 315 845 860
その他 △ 44 1 △ 96

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 720 △ 1,169 △ 2,962
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増加額 4,120 1,100 180
長期借入れによる収入 200 800 4,128
長期借入金の返済による支出 △ 1,593 △ 1,636 △ 7,017
社債の発行による収入 391 397 893
社債の償還による支出 △ 520 △ 400 △ 1,395
自己株式の取得による支出 △ 2,766 △ 2 △ 70
配当金の支払額 △ 511 △ 306 △ 344
その他 － － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 680 △ 48 △ 3,625
Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 0 0 0

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 317 356 △ 297

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 2,624 2,921 2,921

Ⅶ　現金及び現金同等物の四半期（期末）残高 2,941 3,277 2,624　 　

期　　　　別　　　　

( 単位 : 百万円  )

(平成18年3月期

前年同四半期 (参考)

第1四半期）
平成18年3月期

当四半期

(平成19年3月期
第1四半期）

金        額

― ６ ―



 

４．四半期連結部門別売上高の明細 

 
 

 ( 単位:百万円 )    
当四半期 

（平成 19 年 3 月期第 1 四半期） 
前年同四半期 

（平成 18 年 3 月期第 1 四半期） 
  

店舗数 金額 店舗数 金額 
 

中 華 専 門 店 
 直 営 店           
  フランチャイズ加盟店           
 

       店 
 

     303 
     183 

 
 

   10,401 
    1,093 

       店 
 

290 
184 

 
 

   9,937 
   1,121 

 

 小    計 
 

そ の 他 
( 主 と し て 直 営 和 食 店 ) 

   

     486 
 
       3 
     

 

   11,495 
     
      ,63 

 

   

     474 
 
       3 
     

     

    11,058 
 

        62 

 合    計      489    11,558      477  11,121 
         (注) １．店舗数は第1四半期末時点の店舗数です。 

            )２．中華直営店には、子会社が運営する店舗が当四半期末 2 店舗、前四半期末 5 店舗含まれ 
ています。 
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